
 

おいしいお粥 

めかぶとおかか 

でんぶにお餅 

豆腐も欲しや 

梅干しゃいらん 

 

 

1. 想い出残し山に消ゆ 

めくるめく愛無念坂 

でっかく捨てたいこの命 

友よ飲もうぜ口惜しや 

宴は何故に楽しめん 

 

2. お揃いの靴濡らす露 

めかせし姿霧の中 

電話圏外山の町 

共に過ごせし歳月や 

美し君を想ひけん 

 

 

おはよう日本 

目覚めがいいや 

出てみりゃ雪道 

遠乗りしよか 

歌が出そうな里の冬 

 

おばさんて 

めざす座席を奪取して 

デーンと座り息ついて 

隣近所のゴシップを 

うるさくあたりに撒き散らす 

 

 

 

 

 

 Dokugaku Vol.21 の「どくがく流 ５行詩」を楽しく読みました。そこで小生も作ってみたくな

りました。でも号遅れになるので、ペナルティを課し、条件を厳しくしました。 

  

   まずウォーミングアップから。          次は演歌風です。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容が寂しくなりましたので、最後に景気付けを一つ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【追記】前号冒頭のｃhicaちゃんのおばさんシリーズが面白かったので真似してみました。 

でも、やっぱりイミテーションはだめですね。うまくいきません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

企画より  こういうのは粋じゃないんですが、日出彦さんのペナルティってわかりました

か？ 上のふたつの五行詩の「おめでとう」の反対を読んでみてください。 

いや～、驚きました！ オミゴト！！ 

 

おじさんて 

めざとく見つけ招き寄せ 

デュエット演歌予約済み 

トーン外して唄い出す 

うまくまとめるあたしです 

 


